
                         

 
 

 

国
は
、「
社
会
保
障
の
た
め
に
消
費
税
を

増
税
す
る
」
と
し
て
、
４
月
か
ら
８
％

が
国
民
生
活
に
重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。 

一
方
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
で

は
、
社
会
保
障
を
「
自
助
・
共
助
」
の

枠
に
押
し
込
め
、
国
・
大
企
業
の
責
任

を
放
棄
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

社
会
保
障
制
度
国
民
会
議
の
報
告
書
を

も
と
に
社
会
保
障
改
悪
の
日
程
を
決
め

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
（
昨
年
暮
）
で
は
、 

●
二
〇
一
四
年
実
施 

○
七
〇
歳
～
七
四
歳
の
医
療
費
自
己
負

担
は
一
割
か
ら
二
割
へ 

●
二
〇
一
四
年
通
常
国
会
提
出
予
定 

○
要
支
援
１
・
２
は
訪
問
・
通
所
介
護 

 
 
 

        

 

円
以
上
は
利
用
料
の
自
己
負
担
一
割
を 

は
保
険
か
ら
外
し
、
市
町
村
事
業
へ 

○
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
対
象
は
要
介
護

３
以
上 

●
二
〇
一
五
年
通
常
国
会
提
出
予
定 

○
国
保
運
営
は
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に

○
紹
介
状
な
し
の
外
来
・
入
院
の
定
額

負
担
導
入 

 

○
年
金
収
入
２
８
０
万

円
以
上
は
利
用
料
の
自
己
負
担
一
割
を

二
割
に
（
介
護
保
険
部
会
） 

○
う
が
い
薬
の
み
の
処
方
は
保
険
対
象

外
（
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
で
検

討
中
） 

 

○
年
金
給
付
額
見
直
し
、

支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
は
必
要
に

応
じ
て
見
直
し
等
々
。 

私
た
ち
は
多
数
派 

埼
玉
県
政
へ
の
要
望
（
県
政
世
論
調
査
） 

「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」
が
七
年
連
続

ト
ッ
プ
。
「
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整

備
」
が
六
年
連
続
二
位 

私
た
ち
は
多
数
派
、
い
き
ず
ま
り
、
あ

が
い
て
い
る
の
は
財
界
と
自
公
政
権
。 

福
祉
の
現
場
か
ら
、
地
域
か
ら
多
数
派

を
形
成
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

（
Ｔ
） 

    

一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
給
食
サ
ー
ビ

ス
が
１
月
２
８
日
、
赤
十
字
奉
仕
団
の

協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
「
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
め
ざ
し
、
見

守
り
活
動
の
一
環
と
し
て
年
３
回
給
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

皆
野
総
合
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
を
使

っ
て
、
前
日
か
ら
準
備
を
行
い
、
当
日

は
、
赤
十
字
の
方
４
６
名
が
参
加
、
早

朝
か
ら
「
赤
飯
と
バ
ナ
ナ
」
を
準
備
し

ま
し
た
。 

       
一
人
暮
ら
し
で
今
回
の
給
食
を
希
望
さ

れ
た
方
は
、
町
内
で
１８２
名
で
す
。 

各
班
に
分
か
れ
て
、
２
～
３
人
で
担
当 

   

地
域
の
方
へ
配
り
ま
す
。 

私
は
国
神
地
域
を
担
当
し
ま
し
た
。「
待

っ
て
い
た
よ
！
」
と
う
れ
し
そ
う
に
玄

関
に
出
て
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

「
変
わ
り
な
い
で
す
か
？
」
と
声
を
か

け
る
と
、
笑
顔
で
「
楽
し
み
に
し
て
い

た
よ
」「
か
ぜ
、
ひ
か
な
い
よ
う
気
を
つ

け
て
ネ
」 

こ
の
少
し
の
声
か
け
で
す
が
、
一
人
暮

ら
し
の
方
に
は
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 

又
、
一
人
暮
ら
し
の
方
だ
け
で
な
く
、

老
夫
婦
の
と
こ
ろ
に
も
と
い
う
要
望
な

ど
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
社
教
に
み
な

さ
ん
の
声
を
お
伝
え
し
、
少
し
で
も
多

く
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
に
し

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す 
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会
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“ 

待
っ
て
い
た
よ
！ 

” 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
福
祉
協
議
会
の
給
食
サ
ー
ビ
ス 

１月２５日社会保障学習会 



 

                         

                         

                         

 


